
E013-P007 時間：5月 27日  17:15-18:45

AKR 活動と storm-time substorms

AKR activity and storm-time substorms
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1974 年に AKR が同定されて以降、様々な研究により AKR 活動はサブストーム活動とよく対応していることが知
られている。特にオーロラ活動や AEindex の増加と非常によい相関を示すことが判っている。磁気嵐中において
は磁気圏の活動が活発化しサブストームが頻発するため、当然のことながら AKR 活動も増加するものと思われて
きた。しかし、あけぼの衛星に搭載されている PWS のデータを用いた磁気嵐中の AKR の観測では、初相、主相中
の AKR 活動が storm 前に比べ急激に低下するケースがしばしば見られる。この特徴は GEOTAIL 衛星の観測でも確
認できる。この現象は磁気嵐の規模が大きいほど出現頻度が高くなることも分かっており、Dst minimum の値が-
150nT 以下の磁気嵐では AKR 活動が強くなる例は一つもない。本発表では storm-time substorm の特徴とこの現
象との関連を調べる。1994 年 2 月 21 日の磁気嵐の case study により、主相で AKR が消えている期間に静止軌道
上への粒子の injection、電離圏へ流れ込む沿磁力線電流、そして地上では Pi2 onset が確認された。また降下
粒子のエネルギースペクトルに沿磁力線加速を示すスペクトルが見られないことから磁気嵐中のサブストームで
は沿磁力線加速領域が生じていないことが示唆される。


